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研究成果の概要（和文）：妊娠中から産後10年までの母親・父親に対する質問紙調査と4年時、11年時に、父
子・母子・父母子の観察研究を実施した。抑うつ得点は、母親・父親共に妊娠期が高く、産後2年にかけて下が
り、その後緩やかに上昇した。抑うつの区分点を超えた割合は、区分点を超えた割合は母親が6.7％～19.1％、
父親が7.3％～17.3％であった。家庭で母親・父親の両方、あるいはいずれか一方が区分点を超えている割合
は、14～29％であった。。
　また、夫婦の抑うつ得点の推移を類型する分析では、妊娠中から一貫して抑うつが低い家庭、母親のみやや高
い家庭、父親のみ高い家庭等が見出され、早期の夫婦関係が影響していることも確認された。

研究成果の概要（英文）：Questionnaires were conducted to mothers and fathers during pregnancy, 5 
weeks, 3, 6 months, 1 year, and then 1 year each up to 10 years. And we administered observational 
studies at 4 years and 11 years. 
Mothers exceeding the cutoff point was 6.7% to 19.1% and 7.3% ～17.3% for fathers. The percentage of
 the family with both mothers and fathers or one of them exceeding the category point ranged from 14
 to 29%. Depression during the perinatal period has become widely known, we found the high 
depression scores of fathers.
Furthermore, we found depression score of with consistently low depression, slightly high depression
 only for mothers, high depression only for fathers, and slightly elevated depression only for 
fathers. We found the influence of early marital relationships on these differences. Good 
relationship with the partner supports the mental health of the couple and is the foundation for the
 development of the child.

研究分野： 発達臨床心理学

キーワード： 両親の抑うつ　縦断研究　夫婦関係　養育態度　子どもの行動　感情調整　アタッチメント

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
産後10歳までの母親、父親の抑うつが、2，3年時にかけて下がり、その後緩やかに上昇することを見出した。ま
た、父親の抑うつが高く経過する家庭があることや母親、父親双方の抑うつがいずれも高い家庭があることな
ど、日本における子育て期の母親・父親のメンタルヘルスの状況を明らかにしたことは新規性があり、養育や家
族支援に貢献できる。特に、母親の抑うつに焦点を当てた介入がなされてきたが、父親も含め、また、夫婦の関
係性が鍵になることを見出したことも、今後より効果的な家族介入を考えるための示唆を得たといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
  

子どもの心身の健全な成長には、人生早期の親の関わりや家族の機能が重要であることは明
らかになっている。特に産後の抑うつは、母親の養育態度や子どもの行動調整や認知機能などへ
の影響が報告されてきた。また、産後に父親も抑うつを経験することがあると報告されているが、
日本での研究はまだ少ない状況だ。 
国外の大規模調査でも、両親の抑うつが子どもの心身の健康に影響することが明らかにされ

ている。北米での研究では、父親の抑うつが、幼児の行動への直接の影響が報告されている北米
の研究がある一方、日本では、母親との関係性を介して幼児の行動に影響する研究結果をこれま
での縦断データの分析から見出した。 
また、虐待件数の報告は上昇傾向が続き、子育て支援は社会的に大きな課題であった。それま

での研究成果をふまえて、周産期からの母親の抑うつのスクリーニングや新生児訪問などが行
われるシステムが構築されてきたが、父親へはまだ目を向けられていなかった。 

抑うつの症状である気分の落ちこみ等の心身の状態を抱えながら日常生活や仕事、子育てを
することは、苦痛を伴い負担であると推測に難くない。子どもに関心を向けて養育をする力が家
庭の中の大人である母親、父親にどの程度あるのか、子どもへの影響について日本のデータが十
分ない状況であった。 
 
２．研究の目的 
 

母親だけでなく父親の抑うつも測定し、その関連要因や養育態度、子どもの行動への影響関係
を探索的に検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 

 
妊娠中、産後 5週、3か月、6か月、1年、その後 1年ずつ産後 10年まで、母親・父親への質

問紙調査を実施した。また、質問紙に加えて、親子の実際の相互作用を検討するために、4歳時、
11歳時に、父子・母子・父母子の観察実験研究を実施した。 
抑うつは、エジンバラ産後うつ病質問票（Cox, Holden, & Savivsjt, 1987；岡野他, 1996）、

子どもの行動は、Strength and Difficulty Questionnaire (Goodman, 1997；菅原他, 2006)、
夫婦関係は Marital Love Scale(菅原・詫摩, 1997)の一部を用いた。妊娠期には、母親 762名、
父親 557名の協力を得た。 

 
次に主要な分析結果を記す。 
 
（１）母親と父親の抑うつの妊娠期から産後 10年までの推移の検討 
①抑うつ得点は、母親・父親共に妊娠期が高く、 

産後 2・3年にかけて下がり、その後緩やかに上昇し 
た（図１）。抑うつのスクリーニングに用いられる区分 
点（本研究では、父親 8点、母親 9点とした）を超え 
た割合は、妊娠中に母親 19.1%, 父親 13.1％であり、 
その後母親父親共に割合が減少し、1から 3年以降 
上昇した。（表１） 
②夫婦のいずれかが区分点を超えていた家族は、妊娠 

期 27％、その後も 19％, 16%と 1割以上で、4年以降 
10年までは 2割前後で推移した。家庭単位でとらえる 
と、母親・父親のいずれかが区分点を超える割合は、母親・ 
父親それぞれでとらえるよりも高い割合であった。 

 
周産期の抑うつは広く知られるようになったが、母親と

同様父親の抑うつ得点も高いこと、また、子育て期の母親、父親の抑うつの高い家庭は一定数
あり、乳幼児期以降も見守りや支援が必要な家族があると推測された。 
 

 
表１ 母親と父親の抑うつ得点 

 
 
 
 

図１ 母親・父親の区分点を超えた割合 



③母親と父親の抑うつ得点の推移の類型の検討
母親と父親の抑うつ得点の推移を合わせて類型を試みた分析では、妊娠中から一貫して抑

うつが低い家庭、母親のみやや高い家庭、父親のみ高い家庭、父親のみやや上昇する家庭など
が認められた。また、この類型には、最後 1年早期の夫婦関係が影響している可能性が示唆さ
れた。 
親密な他者であるパートナーとの関係性が良好であることが、夫婦のメンタルヘルスを支

え、子どもの発達の基盤になると推察された。 

（２）子どもの問題行動についての分析

①3歳から 10歳の子どもの外在化問題、内在化問題、向社会的行動の相互の影響関係の検討
３歳から 10歳時の 8年間の母親データ（n=210)を分析し、母親評定した子どもの外在化問

題行動、内在化問題行動、向社会的行動を、交差遅延効果モデルで検討した。その結果、母親
の抑うつを統制しても、すべての時点の外在化問題行動が向社会的行動に不の効果を及ぼし
ていた。また、7 歳の外在化問題は、8 歳の内在化問題行動に正の効果、9 歳の向社会行動は
10 歳の外在化問題に負の効果を及ぼした。幼児期から児童期までの外在化問題の連鎖が認め
られた。 

②4・5歳児の両親の関わりおよび家族のコミュニケーションの特徴との関連検討
縦断研究登録者の内、22 組の家族の協力を得た。女児 9 名、男児 13 名であった。観察実験

の手続きは、父子の関わりを観察する場面、母子の関わりを観察する場面、家族で話し合いを
する場面の３つの場面で構成された。録画した相互作用は、大人の行動、子どもの行動、家族
のコミュニケーションの特徴の観点に分けて評定された。コレスポンデンス分析の結果、父
子、母子場面共に否定・侵入的態度と応答・励まし態度の類型が見出された。また、家族 3人の
話し合い場面では、親密・柔軟、批判・敵意が見出された。さらに 4歳以降の子どもの問題行
動との関連を検討すると、否定・侵入群において、子どもの外在化問題得点が高い傾向が 10
歳まで認められた。

これらの結果から、子どもの幼児期後期の養育行動と子どもの外在化問題行動の関連が児童
期までカスケードのように連鎖することが複数の分析から示唆された。支援の観点として、幼児
期以前からの養育及び夫婦・家族のコミュニケーションの質の重要性が見出された。 

４．研究成果 

 子育て期の両親の抑うつの変化を追って、タイプを見出すことができた。また、そのタイプを
分ける変数を探索的に検討した結果、多くの時期の様々な変数の中から、周産期の DV、産後早
期の夫婦の愛情関係が影響することが明らかになった。また、夫婦が良好な関係性であること
や、親どうしや家族のコミュニケーションが協調的でなく、批判や敵意は、子どもの外在化問題
行動に影響し、それが児童期までの外在化問題行動に連鎖することを見出したことも社会的に
も意義があると考える。 

母親の抑うつを減じる支援は現在母子保健等ですでに組織的に実践されている。それに加え
て、父親の抑うつにも着目することや、夫婦関係を良好に保つことは新しい視点といえる。また、
子どもが生まれた後の、母親・父親間のコミュニケーションの質が協調的であることも重要であ
り、パートナー間のコミュニケーションに焦点をあてた取り組みや研究が必要だと考えられ
た。現在育児休暇取得も推奨されており、両親の抑うつや産後早期から、夫婦がお互いを愛し尊
重し合うこと、関係性を良好に保つことへの支援を構築することも社会的課題であると考えら
れた。 
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